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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
12cの開発のコンセプトはクラウド　
クラウドでデータベースに何が必要かを考えて、12cを開発しています... 　　　＜ですぐ次のスライド＞
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

・アプリケーション層では無く、 OSや仮想化レイヤーではなく、データがあるデータベースのレイヤーでマルチテナントを実現する。

・これによりクラウドのシステムの集約率を上げながら、かつシンプルにする。

・その他にも、クラウドのシステムでは管理性や、可用性などが今まで以上に必要になって来ています。
　そのため、１２ｃでもそういった基本的な機能も機能拡張をしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一番の12cの目玉はマルチテナント

・なんで、オラクルはデータベースでマルチテナントを実装したのか？

・シンプル
　 仮想化のレイヤーを挟むこと無いので、オーバーヘッドが無く、そしてトラブルシューティングもし易い。
　アプリケーションの変更も必要なく、マルチテナントが構成できる。　移行のコストが少ない

・管理が楽
　マシンも仮想マシンも、OSも、そしてデータベースの数を増やすことなく、仮想データベースを多く構築できる。
　何百というマシンやOS、データベースのパッチやセキュリティの管理をするのは難しい。
　１つのマシンやOS、データベースであれば可能だと思います。

・仮想的なデータベースは、ユーザーのデータや権限は完全に分離していて、仮想的なデータベース単位で移動やコピーができる。
　アプリケーションから見れば独立したデータベースとして扱うことができる


このようにデータベースのレイヤーでマルチテナントを構成することで、シンプルにマルチテナントのシステムを構築できて、
セキュリティや独立性を保ちながら、管理を楽にすることができます。
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? Oracle Database 12c New Features
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Consolidated Testing
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
DB12cには500以上の新機能がありますが、その内の主な新機能について、ここに書いてあります。

Cloud & Consolidation, 
Informaton...
...
High Availability...

各領域の代表的な機能を、簡単に紹介していきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Cloud ＆ Consolidation は、 先ほども申し上げましたが、マルチテナントのアーキテクチャです。

ここでは少し、アーキテクチャのコンセプトを紹介します

マルチテナント・アーキテクチャのキーは、１つのコンテナ・データベース、１つのインスタンスで、その中に複数の仮想データベースをもつというところ。

それぞれの仮想データベースは、それぞれ自分のシステム表領域をもって、ユーザー情報や表の情報、シノニムや、
いくつかの初期化パラメータの情報を含んでもっている。 

それぞれの仮想DBに接続すると、まったく通常のDBとして見えて、ディクショナリも別々のもののように見える。

だから、アプリケーションの変更をすることなく、移行できて、それぞれかの仮想DBはきちんと分離されてセキュア。
必要な情報は仮想DBの中に全部含まれているので、移動やコピーも簡単。


そして、データベース管理者から見ればコンテナ・データベースがデータベースです。
複数の仮想DBがあっても、この一つのコンテナデータベースを管理すればいいんです。
バックアップも１つのDB、セキュリティやパッチの管理も１つのDBを管理すれば良いので、
管理の手間は大きく省けます。

それから、もちろんマルチテナントのデータベースはRACやData Guardなどの機能と一緒に使えます。
集約してリソースが少なくなればRACのノードを動的に追加していつでもリソースを確保できますし、
Data Guardでまとめて可用性を担保することもできます。
これは、データベースでマルチテナントを構成するメリットですし、Oracleならではの特徴だと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、
実際に統合しようとする場合には、どのくらい集約できるかを見積もると思います。
普通は、CPUの使用率やI/O量などを足して見積もると思いますが、
Oracleでは、実際に複数のデータベースの負荷を収集して、集約してテストすることができます。
これによって、より確実に集約したときのデータベースの負荷を確認できます。


? Information Lifecycle Management
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、
ILM、Information Lifecycle Managementの新機能です。

データベースを統合しますと、データのサイズは増えてきますし、
統合しなくてもデータベースのサイズは長い間運用すると、どうしてもサイズは大きくなることが多いと思います。
そして、その中には、実際にはつかってい無いデータというのも多いと思います。
こういったデータを圧縮すれば、ストレージは確実の大幅に減らせます。半分や場合によっては10分１に減らせます。

ですが、とくにパッケージ・ソフトの場合や、いろんなアプリが載っている場合には、実際に使っていないデータを探すのは難しいと思います。

そのためのDB12cの新機能がHeat MapやAutomatic Data Optimizationです。
DB12cでは、どのデータが使用されているのかを確認できます。また、使っていないデータをポリシーに従って自動的に圧縮や移動できます。
例えば1年以上使われていないデータは、圧縮する。ということが自動的にできます。
これにより、安全に圧縮できて、運用のコストも減らせます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セキュリティはDB12cのもう一つの注目していただきたい分野です。

マルチテナントでのセキュリティももちろんですが、
以前からある監査機能のAuditも、パフォーマンスも向上して、ほぼパフォーマンスに影響なく監査できるようになっています。

ここでは、新機能のData Redactionを紹介します。
Data Redactionは、データをオンラインでデータベースでマスクする機能です。例えばクレジットカードの番号をxxxxxに変えてマスクするような機能です。
これを、ユーザーやロール、権限、アプリなどによってデータをマスクできます。
例えば、給与システムをSaaSで提供している様な場合、トラブルシューティングを行うコールセンターの人は、口座番号ですとか電話番号といったデータは、知る必要が無いです。
そういった場合には、コールセンターのアプリやそのアプリのロールで接続した場合には、データをマスクして、実際にデータを表示しないということができます。
それから、給与担当のように本当にデータを参照する必要が人にには、実データを見せることができます。

アプリでこういうマスクを行っている場合は、直接データベースにつながれるとデータが見えてしまいますが、
データベースでマスクすることで、どんな接続でも一貫してマスクをしてデータ守れます。

しかも、このData Redactionはオンラインで、いつでもマスクを変更できます。
例えばテスト用のアカウントを新たに作った場合や、分析用のアプリを追加した場合でも、すぐにマスクを適用できるというメリットがあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
クラスターは、オラクルがずーっと継続して開発しているエリアです。
クラスターは、11gR2からGrid Infrastructureとなり、ストレージ管理機能のASMを含むようになりますた。

ASM自体は、10gからあり、もう10年以上たつ機能ですが、
11.1まではどちらかというとデータベースの機能で、データベースをインストールすると含まれる機能でした。
それば、11gR2からはGrid Infrastructure、つまりクラスター側に含まれるようになりました。
ですが、まだデータベースとの結びつきが強く、1対1の依存関係がありました。
そしてDB12cでは、データベースとの1対1の依存関係が無くなりました。
これによって、ASMに障害があってもクラスタ環境ではデータベースに影響しなくなり、パッチ適用なども影響しなくなります。

なんでこういうことができるか？というと、
ASMのインスタンス（プロセス）は、メタデータの管理しかしていなく、実際のI/Oはデータベースが直接ディスクに対してしているためです。
ASMのインスタンスが落ちても、実際のI・Oには影響が無く、直接I/Oをしているので、非常にパフォーマンスが高いのです。







? High Availability
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つぎにHigh Availability、高可用性です。

高可用性については２つ紹介したいと思います。

１つ目は、Far Syncです。

災害対策用のスタンバイ・データベースを構築するということは多いのではと思います。
距離が遠い遠いところにスタンバイデータベースを構築する場合に、データ・ロスをゼロにしようと同期転送でデータ送ると、
本番データベースのトランザクションに影響が出てしまうという問題があります。
というのも、同期で送る場合にはスタンバイが受け取ったのを確認してから、データのコミットが終了するので、
距離がのびればのびるほど、ネットワーク通信の時間がかかって、影響がでてしまうのです。
もちろん非同期で転送すればパフォーマンスの影響は少ないですが、それではデータロスが発生する可能制があります。

これを解決するのが、Far Syncです。
距離が長い場合には、途中にデータ中継用のサーバーを立てます。
本番データべースからは比較的距離の近いFar Syncサーバーまで同期転送で送り、遠いところには非同期でデータを転送します。
また、データの圧縮などもFar Syncサーバー上で行って、本番データベースへの影響を最小限にします。
もちろん、問題があった場合には、自動的にデータの転送が完了してから切り替わるので、管理者が手動で操作する必要はありまん。

ちなみに、このFar Syncサーバーはログ転送だけのサーバーなので、非常に小さくてすみます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2つめの高可用性の機能は、Global Data Serviceです。

マスターデータのように、複数の拠点で同じデータを持つことはあると思います。

Global Data Serviceは、こういったレプリケーションされているデータベースをまとめて管理して、
データのアクセスの最適化、例えばロードバランスやフェイルオーバーを行う機能です。

例えば、日本とシンガポール、アメリカでデータのレプリケーションをしている場合、
日本のアプリケーションは通常は自分と一番近い所にある日本のデータベースに自動的にアクセスします。
そしてもし日本のデータベースの負荷がものすごく高くなった場合ですとか、障害が発生した場合には、自動的に次に近い、
たとえばシンガポールのデータベースにアクセスする。そういうとことができます。

この機能によって、レプリケーションされたデータにアクセスアプリケーションというのうは、
つなぎ先をGlobal Data Serviceにするだけで、データのアクセスを最適化できるようになります。
障害が発生した場合の設定変更などを人手でする必要なく、ものすごく簡単になると思います。

それから、この機能はいろいろなレプリケーションのテクノロジーと組み合わせることができます。
もちろんData Guardと組み合わせることもできますし、先ほどのFar Syncと組み合わせることもできます。
それに、Golden Gateのようなレプリケーションと組み合わせることもできます。
レプリケーションは良く行うことなので、この機能が役立つことは多いのかなと考えています。
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